同職組合(同業組合)の排他的特権
アダム・スミス『国富論』（１、岩波文庫、p.210ff.）から、同職組合(同業組合)の排他的特権に関する叙述を紹介しておこう。

「同業組合の排他的特権は、同業組合が設立されている都市で、その職業につく自由を持っている人びとだけに競争を制限する。その都市で、正規の資格をもっている親方のもとで徒弟修業をつとめたということが、この自由を手に入れるための必要条件であるのがふつうである。

同業組合の規約は、時には、どの親方ももつことを許される徒弟の数を規制し、またほとんどつねに、各徒弟がつとめらければならない年数を規制する。どちらの規制の意図も、そうでなければその職業につこうとするかもしれない人数よりもはるかに少ない人数だけに、競争を制限することである。徒弟数の制限は競争を直接に制限する。長期の徒弟修業は、教育の費用を増大させることによって、より間接的に、しかし同じくらい効果的に、競争を制限する。

シェフィールドでは、同業組合の規約によって、親方刃物工は同時に一人よりも多くの徒弟を持つことができない。ノーフォークとノリッジでは、親方織物工は二人より多くの徒弟をもつことができず、これに違反すれば、月5ポンドの罰金を国王に納めなければならない。

イングランドおよびイングランドの植民地のどこでも、親方製帽工は二人より多くの徒弟をもつことができず、これに違反すれば、月5ポンドの罰金を課され、その半分は国王の、半分はどこの登記裁判所であれ、そこに告訴する人のものとなることになっている。・・・ロンドンの絹織物工は同業組合を結成し手ほとんど一年もたたないうちに、どの親方も同時に二人より多くの徒弟を持つことを制限する規約を制定した。この規約を廃止するには議会の特別の法律が必要であった。

昔は、ヨーロッパ全体にわたって、同業組合がある職業の大部分で、7年間が徒弟修業の期間として確立された通常の年限だったように思われる。このような同業組合は、昔はすべてユニヴァーシティと呼ばれていたのであるが、ユニヴァーシティは、じつはあらゆる同業組合の本来のラテン語名なのである。鍛冶職のユニヴァーシティ、仕立職のユニヴァーシティなどというのが、昔の都市の古い特許状のなかでふつうに見受けられる表現である。今日ユニヴァーシティと独特の呼び方をされている特定の同業組合が設立された当初、マスター・オブ・アーツの学位を取得するのに必要な修業年限は、明らかに、それよりもはるか昔から同業組合がつくられていたふつうの職業の徒弟修業年限に習ったものであるように思われる。だれでもふつうの職業で親方になってみずから徒弟を持つ資格を得るためには、正当な資格のある先生のもとで7年間修業したということが必要だっように、正当な資格のある先生のもとで7年間修業したということが、リベラル・アーツ(自由学芸)で
マスター、ティーチャー、あるいはドクター(これらは昔は同義語であった)となって、自分のもとで修業するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スコラー),学生)またはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アプレンティス),門弟)(これらももとは同義語であった)をもつために必要であった。

ふつう徒弟条例とよばれるエリザベス5年の法律によって、当時イングランドで行われたどんな職業、技能、手芸も、これからはだれでも、まえもってすくなくとも7年間それについて徒弟修業をしたのでないかぎり、行ってはならないと規定された。こうしてそれまでは多数の個別同業組合の規約だったものが、イングランドでは、市場都市で営まれるすべての職業についての全国一般法となった。というのは、この条例の用語はきわめて一般的で、明らかに王国全体を包含するように思われるけれども、解釈上、市場都市に限定され、いなかの村々では、住民の便宜のために種々さまざまな職業が必要であり、また人びとの数がそれぞれの職業に一定数の人手を供給するのに十分でないため、それぞれの職業で7年間の徒弟修業を勤めたのでなくても、一人でいくつかの異なる職業を営んでもいいと考えられてきたからである。

� 翻訳書注：


　リベラル・アーツ（自由学芸）とは、古代ローマで自由人だけが学習することを許された、文法・論理学・修辞学・算術・幾何・音楽・天文の7科目。





